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Ⅰ アフリカ～Facts and Figures 

面積：3030 万平方キロ （世界の 22.3%、日本の 80 倍） 

 

人口：2 億人（1950 年）→10 億人(2009 年)→ 11 億人(2013 年)＝世界の約 15% 
世界で最も若い大陸 平均 GDP/人 1872 ドル 貧困率 48.5% 
 



 
アフリカ主要国世代別人口分布 demographic dividend or time bomb?! 

 

主要産物： 

鉱産物＝金、ダイアモンド、クローム、ゲルマニウム、ウラン、マンガン、バ

ナジウム、ボーキサイト、リン鉱石、銅、鉄鉱石、アンチモン、石油 

農産物＝カカオ豆、コーヒー、トウモロコシ、落花生、パーム油 

 

人種（3種）、民族（900以上）＝多民族・多言語大陸 

・コーカソイド （白人種） → 北アフリカ＝地中海人種（ヨーロッパ系） 

・モンゴロイド（黄色人種）→ マダガスカル（マレー系） 

・ネグロイド（黒人種） →  サブサハラ・アフリカ（ブラック・アフリカ） 

 

 

 

 

 



Ⅱ ヨーロッパ―アフリカ関係史 

古代  ：ローマ帝国がカルタゴ地方（現在のチュニジア）として認知 

15世紀以前：アラブ人が交易、未知の大陸、西アフリカでは王国が栄える 

16-19世紀 ：奴隷交易＝ヨーロッパ（白人）との不幸な出会い 

＊４世紀で約 1000万人のアフリカ人奴隷がアメリカ、ヨーロッパへ。

アフリカ性の否定。白人優越主義の醸成。三角貿易へ奴隷を悪用。 

18世紀末  ：奴隷時代から植民地時代へ 

＊産業革命により奴隷が不要になったヨーロッパが資源供給地、市

場としてアフリカを植民地化、分割化 

1912年のアフリカ 

第二次世界大戦中：仏、ベルギーがドイツに降伏し、支配力が弱体化。英も国

力低下 

第二次世界大戦後：アジアに 10年遅れて独立の機運。仏、ベルギー、ポルトガ

ルは最初抵抗（アルジェリア戦争、コンゴ動乱）、英は、

独立を容認し、英連邦へ移行。(インド独立により大英帝国

が崩壊) 

1960年         :１７か国が一斉独立（アフリカの年）、その後 1990年代まで

にすべての国が独立し、現在５３か国。 

1960-1980年  ：アフリカ的社会主義 →経済的自立→ 輸入代替工業化→ 

財政赤字、債務危機 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:ColonialAfrica.png


1980年代       ；ＩＭＦ世銀による構造調整（ワシントン・コンセンサス）→

経済停滞、ソ連崩壊による西側の援助疲れ、 

1990年代        :不完全な民主化、紛争の 10年 

＊旧ソ連の民主化がアフリカに民主化ブーﾑを起こす。（一党支

配→複数政党制へ、軍事政権→文民政権へ → 制度や体制

が未熟なため、政治的不安定化 → 民族紛争へ（ルワンダ

他）＝歴史、宗教、文化、経済利害、政治対立 ＝紛争（殆

どが国内紛争） 

2000 年以降    ：アフリカの成長が加速 （4.7% in 2013, 5.2% in 2014 :           

Angola 11.1%, Nigeria 8.9%, Ethiopia 8.4%, Chad 7.9%, 

Mozambique 7.9% Rwanda 7.6%) 

Good news: 資源・一次産品価格の高騰。若年層労働人口の増

加(demographic dividend)   

Bad  news：生産性（特に農業）が低い。産業の多角化が遅れ

ている。インフラが脆弱。行政能力が低い。政情

不安定。治安が悪い。 
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Ⅲ ヨーロッパとアフリカの複雑な関係  

～差別と呵責のヨーロッパ人、憎悪と憧れのアフリカ人 
□奴隷制度、植民地化への謝罪： なし 援助と依存（neo-colonialism）あり 
□アフリカ支援の 4 つの形態：①援助（ODA），②貿易、③移民（送金）、④民

間投資? 
＊アフリカ向け ODA の比率：白 51.8% EU 34.7% 仏 42.6% 独 40.3% 英 
57.9% 葡 81.3%  (2012 年実績) 



＊移民: EU 域内移民が優先。アフリカ移民には後ろ向き（ランペデゥーサ事故） 
＊貿易：1963 年ヤウンデ協定(貿易上の特権、EDF による技術支援、EIB によ

る資金協力) → 1975 年ロメ協定（対象国をアフリカ、カリブ、太平洋諸国

ACP に拡大、欧州市場への特権的アクセス、輸入安定化基金 STABEX の導入）

→ 2006 年コトヌ協定（通商、開発、政治的次元を含む包括協定） 
□アフリカのエリート階級 ヨーロッパ（旧宗主国）への憧れ、貧困住民から

かい離 
（参考） 
How Europe Underdeveloped Africa.  

Walter Rodney 1973 
“Before even the British came into relations with our people, we were a 
developed people, having our own institutions, having our own ideas of 
government.” 
“Africa remains marked by the crimes of the slave-traders: up to now, her 
potentialities are restricted by under-population..” 
 
Ⅳ アフリカに進出する欧州企業の実態 
目的：資源開発による利益。 既得権益の保護と活用 □将来の市場確保 
具体的事例：EU：アフリカインフラ基金（2007 年設立、372 百万ヨーロの利

子 補 て ん 、 欧 州 の 開 発 銀 行 が 対 象 ）、 英 ： Prudential plc  独 ：

All-Germany-Approach (Embassy-AHK-KfWdeg-Africa Verein) 
 

Ⅴ アフリカに出張、駐在する日本人へのアドバイス（３管理） 
  安全管理 (危うきに近寄らず、継続研修、十分な防備、組織対応) 

危機管理（イメージ・トレーニング、プロに任せる） 
健康管理（熱帯病の予防、食管理（3 生に注意）、緊急医療体制） 

以上 
 
 
 

 


